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各地方に焚ける椋畢虹A型の俗繕
綜　　皐　　廣　　吉
　1918年五月19日，私が丹後牛島の上室に椋r二虹（一名堤震前兆虹）を獲見
し，それ以後現在まで23年間に，各地に族行し研究観測した結果，丹後牟島，・
富山轡，大阪濁，紀州沖，三島醤，伊豆孚島，志摩牛1島沖の7ケ所に必見し，
1919年に「椋必需A型」を丹後牟島に目撃，その研究を現在まで績けてるる
が，私はこのA型は氣象攣化に關係あるものと推察する．それ以後，我が國
各地方に現はれるや否やと調査した虞，下記の地方に目撃され，同虹異名構さ
れてるるので，曇玄にその現象状態を記述すると，無燈教の通りである．（伺，
旧卒虹には本虹1號，後虹A型，B型第1號，　B型第2號の4種あることを附言
する．
（1）奈良縣添上郡曾和村倉中楢次郎氏の話によると，　同地方では『サルツボ
　虹』といぴ，夏季の正午より日渡前後に多く現はれ，色は7色で鮮明一、短弧
　形で，猿の尻尾の如き形状をなし，雨天の20痔間前位に現はれる．
（2）和歌山縣西牟婁郡田邊丁字湊磯部落：の託論者の話，同郡下芳養村字松原部落
　の漁者の話によると『コヒ』と云って，漢字で書くと『小火』または，『小
　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オキテ　虹』ともいはれ，1年を通じて沖風の暗天に多く現はれ，形により『上りコヒ』
　『下りコヒ』『ウケコヒ』『ハサミコヒ』『タツコヒ』『ヨココヒ』と名付けられ
　る．形は是く短く，色は鮮明なる場合と自賠ぎ場合とあり，シケの前兆といは
　れる．嘉し日出前後，日中，日波．前後に現はれる特殊な『コヒ』にかぎり『マ
　コヒ』（眞小義）といふ．
（3）静岡縣伊豆牟島篠海町附近では『ヒルハナビ』といぴ，書間の晴天に現は
　れ約10分間位で清失する。色は紫と赤が濃く，その形は名の如く花火に似て
　居り，太陽の位置には關湿しない．
　　　　　　　　　　　カミビ（4）廣島市附近の漁夫は『神火』といひ，短い形の虹で高い晴天に美しい7色の
、弧歌を現はし，冬の朝に多い．
（5）京都府下丹後牛島の漁者は『ヒノコ』（火の粉）または『龍宮の使ひ』とい
　ひ，年中『イセチケ』の天候に現はれ，種類は形によ抄て異り，『ウケヒノ
　コ』『玉手箱』『西ヒノコ』と名付けてみる．太陽の位置には關係なく，午前
　7時より午前10時までと，午後3時より午後5時置でに多く現はれる．昔の傳
　設にE！く，
　　丹後國本庄村の浦島紳杜に毎朝屡詣する農夫あぢ，臨る途，同村の沖合に玉手箱の
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　　形をした色づきの雲を見て驚いたといふ・同神祉に奉納されたる玉手箱を見ること
　　が出來繊ため，駐日様が宙に寓し給ふたのであると信じ，家に帰るや，家族に話し
　　　　　　　　イセヂケ　　た、それ以後東南風の景色模檬となると，度々見たので，かの農夫信仰家は『兎手
　　箱』と名付けた．附近の人々も度々見ナこ．
　　　　　　　　　　　　　カこメビ（6）富山縣魚津：町附近では榊帯』といび・小寒，大野の時期によく見られ
　る。色は5色位に見え，春は門門櫻のある景色によく観測せられる．
（7）三重縣志摩鴇波切村附近の漁者の話によるむ『コヒ』といぴ，天1跡崩
　れる前日によく見られる．朝は8時より1G時まで，午後は8時前後に多い．色
　は淡い場合と濃い場合があるが，夏季は淡く，冬は濃い。同地方の便謡では
　　朝日にコヒとうやその日のならひ
　　　　　　　夕日にコヒとりやこの日のならひ
　といひ，朝立のコヒが現はれたら，その日1日中は朝⑳天候通りで績苞　夕
　日に現はれたら，その翌日も午前中依同じ天候が綾くといふことである．
（8）幅井縣小濱町附近の漁者の話によると，『ヒノコ』といぴ，沖風（北能登よ
　り吹く風）によく現はれる．色は美しくて形は短かく，約10分乃至20分間で
　消えてしまふ．
（9）長崎縣五島附近では『シケのおつげ』といぴ，悪化する天候の2～3日前に
　かぎり晴天の上室に現はれる．太陽の位置には關係なく，5～6分間で消失し
　て，亦，1時蘭位してから現はれ，2～3分間で浩える．
（10）沖縄縣では『テンニヂ』といぴ，春より九月上図頃の爵風が襲ふ前日に
　現はれ，10分間位で治え，色は美しい．晴天に多く，形は水蒸西園¢）一一部分
　の如きもので長さ3～4尺，幅1尺位に見える．（完）
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